
平成28年 11月11日
秋田河川国道事務所

JCTを活用した土工現場を公開（第2弾）
～建設現場の生産性向上を目指した取り組み～

｜｜お知らせ｜｜

JCT活用土工実証検討会※1( （一社）秋田県建設業協会、（一社）東北測量設計
協会、秋田河川国道事務所）では、秋田県内におけるi-Construction（アイーコンスト
ラクション）※2の推進に向け、施工者や測量設計者、発注者が連携・協力して試行
的取り組みを実施しております。

この度、土木系高校生や建設現場の技術者を対象に、秋田河川国道事務
所管内の工事現場で、 JCT建機等を活用した土工の現場〈第2弾は河川築堤〉
を公開いたします。

なお、会恩忽蕊飯責股立忽風窓玄法九泉肢護主主蔓ゑ震度広庖は真理場張業

際機械批ど……i …忍建設M2Jj_…Tこ〓 Tこ

※1: I CT活用土工実証検討会（資料2を参照ください）
※2: i-Construction （資料1を参照ください）
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時：平成28年 11月 17日（木）1 ）日

ー所：秋田市雄和繋地内
（雄物川下流繋地区築堤工事

2）場

秋田工業高校、大曲工業高校
建設会社、官公庁等の技術者

容：①レーザースキャナ・ UAV（ドローン）による 3次元測量の実演
②3次元測量データによる設計・施工計画の実演
③ICT建機による施工の実演
④i -Constructionパネル展示
⑤堤防盛土工事の実施工

工事現場内）

金足農業高校、
秋田工業高校、

象： 11月17日・
11月18日 ・

3）対

※2枚目の

チラシを
参照くだ

さい

4）内

5）取材申込：取材を希望される方は、駐車場の確保・現場入場の確認が必要ですので、
別紙様式に記入いただき、事前に下記 FA X番号へ送信お願いします

(FAX __ Q _ l _ 8 -8 _ 6 _ 2ー475 0、 11月 16＿日｛水）＿J_ 5 __ : _ _o _ _o＿必着）

：上記の見学会実施内容は、当日の天候により変更になる場合があります。6）その他

発表記者会：秋田県政記者会、東北専門記者会

東北地方整備局秋田河川国道事務所
いずみや としひろ

副所長（河川担当） 泉谷敏広（内線204)
きしの みのる
岸野実（内線311)
かねこ みつよし
金子光義

問い合わせ先

国土交通省

電話 018-823-4167（代弱

電話 018-864-2286工務第一課長

FAX 018-862-4750 電話 018-862-4362茨島出張所長



. 店長関 市直睦量車ifliUfilm・jj,lli関 市佐藤彰車軍軍圃

•111.Hlli関市臨調【岨駐車l!lf!~1~~－





｜資料1I 
9国土交通省

O建設業は社会資本の整備の担い手であると同時に、社会の安全・安心の確保を担う、 我が園の国土保全上必

要不可欠な「地域の守り手J。

O人口減少や高齢化が進む中にあっても、これらの役割を果たすため、 建設業の賃金水準の向上や休日の拡

大等による働き方改革とともに、 生産性向上が必要不可欠。

0国土交通省ではよ調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの全ての建設生産プロセスでICT等

を活用する「i-CQnstruction」を推進し、建設現場の生産性を、 20~5年度までに2割向上を目指す。

-3次元測量（UAVを用いた測量マニュアルの導入） '- 【生産性向上イメージ】

従来測量 UAV（ドローン等）による3次元測量

ICT建機による施工（ICT土ヱ用積算基準の導入）

人力で200m毎
に計測

ICT建機による施工

3次元データを
パソコンで確認

人・日

当たりの仕事量
(wqrk) 

i-Construction Iこより、これまで

より少ない人数、少ない工事日

数で同じ工事量の実施を実現

J古h》 ICTの導入等により、
中長期的に予測され

る技能労働者の減

人 少分を補完
(men) 

， 工事回数削減 〉現場作業の高度化・効率化
（休日拡大） により、工事日数を短縮し、

工事回数（term) 休日を拡大

｜※未来投資会議（第1回）H28.9.12 国土交通大臣提出資料｜



資料2

~ fer活用土孟実証検討会構成 寸

発注者
秋田沼川国道事務所

測量設計者
（一社）東北測量設計協会

施工者
（一社）秋田県建設業協会

・秋？回河川l国道事務所主務第三課

干010~0951 秋田市山王一丁目 10-29
Tel.018-864-2287 （直通）

・（一社｝東北測量設計協会

干980-0014宮城県仙台市青葉区本町

3丁目6-17（勾当台さのやビル6F)

Tel. 022-263-0922 

圃（ー社）秋田県建設業協会

干010一0951

Tel. 018-823-5495 

IC T活用土工実証検討会
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国土交通省東北地方整備局

秋田河川国道事務所宛

(FAX 018-862-4 750) 

別紙

レーザースキャナ・ドローン・ICT建機を活用した河川土工現場を公開

取材申込書

取材希望の場合は、この様式を用いて上記連絡先までFAXでお申込み下さい。

申込み締め切り日は、 11月16日（水）15:00迄です。

会社名、部署名、人数

‘ 

取材予定日時、

取材者（役職・氏名・連絡先）
, 

①（代表者）
ーー一一ーーー一一一一一一－－一司官官毘＝需＝＝＝＝＝＝＝.：：：

② 

一
③ 

， 
も

連絡先（代表者の連絡先）

一
、

.) 


